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平成28年度施政方針演述

【
国
民
健
康
保
険
】

　

平
成
30
年
度
か
ら
の
国
保
の
都

道
府
県
化
を
控
え
、
県
移
行
が
ス

ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
国
保

会
計
の
運
営
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

慎
重
に
進
め
、
被
保
険
者
へ
の
保

健
指
導
と
適
切
な
医
療
費
抑
制
に

努
め
、
現
行
の
保
険
税
率
を
維
持

し
な
が
ら
の
運
営
に
努
め
ま
す
。

【
後
期
高
齢
者
医
療
】

　

平
成
28
年
度
は
保
険
料
率
の
改

定
時
期
で
す
が
、
被
保
険
者
の
増

加
に
伴
う
医
療
給
付
費
の
増
加
傾

向
が
続
く
中
、
剰
余
金
と
財
政
安

定
化
基
金
を
活
用
し
、
保
険
料
を

据
え
置
き
ま
す
。

【
障
が
い
者
福
祉
】

　

４
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
障
害
者

差
別
解
消
法
の
周
知
と
、
自
治
体

と
し
て
の
対
応
要
領
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
32
年
度
を
計

画
期
間
と
す
る
、
軽
米
町
障
害
者

福
祉
計
画
に
基
づ
き
、
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
や
、
相
談
支
援
体
制

の
強
化
に
努
め
ま
す
。

【
高
齢
者
福
祉
】

　

第
６
期
介
護
保
険
計
画
に
つ
い

て
は
、
制
度
改
正
に
対
応
す
る
体

制
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

要
介
護
状
態
や
認
知
症
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
自
分

ら
し
い
生
活
を
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
関
係
機
関
と
横
断
的
な
連
携

強
化
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
介
護
予
防
活
動
】

　

65
歳
以
上
の
全
町
民
を
対
象

に
『
介
護
予
防
の
た
め
の
基
本

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
』
と
『
自
分
で

で
き
る
認
知
症
の
気
づ
き
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
』
に
よ
り
、
二
次
予
防

者
を
把
握
し
、
介
護
予
防
計
画
を

進
め
て
い
ま
す
。

　

好
評
を
得
て
い
る
『
ふ
れ
あ
い

共
食
事
業
』
は
平
成
27
年
度
は
15

地
区
で
開
催
し
、
今
後
も
地
域
住

民
が
主
体
と
な
っ
た
介
護
予
防
活

動
の
推
進
を
広
め
て
い
き
ま
す
。

【
保
健
事
業
】

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
に

よ
り
生
活
習
慣
病
の
予
防
を
推
進

す
る
こ
と
で
医
療
費
の
適
正
化
を

図
る
と
と
も
に
、
町
独
自
に
行
っ

て
い
る『
50
歳
入
院
人
間
ド
ッ
ク
』

の
入
院
、
外
来
選
択
性
な
ど
工
夫

を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
】

　

「
精
神
障
が
い
者
社
会
復
帰
教

室
（
す
み
れ
会
）」
や
そ
の
家
族

を
支
え
る
「
家
族
会
」
の
支
援
に

【
地
域
子
育
て
支
援
事
業
】

　

子
育
て
世
代
は
、
社
会
を
支
え

る
要
で
あ
り
、
今
後
増
え
続
け
る

高
齢
人
口
を
支
え
る
世
代
で
も
あ

り
ま
す
。
将
来
に
夢
を
持
ち
、
子

ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
よ
う
、
子
育
て
支
援
の
取
り
組

み
を
推
進
し
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
】

　

育
児
不
安
に
つ
い
て
の
相
談
な

ど
を
行
う
「
ピ
ヨ
ピ
ヨ
広
場
」
を

引
き
続
き
青
少
年
ホ
ー
ム
に
設
置

す
る
ほ
か
、「
軽
米
児
童
ク
ラ
ブ
」

を
小
軽
米
、
晴
山
小
学
校
の
児
童

も
利
用
で
き
る
よ
う
、
送
迎
事
業

を
継
続
し
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

る
常
設
保
育
園
で
の
２
人
目
以
降

の
保
育
料
原
則
無
料
化
に
つ
い
て

も
継
続
し
ま
す
。

【
子
育
て
支
援
（
医
療
費
助
成
）】

　

８
月
か
ら
、
岩
手
県
医
療
費
助

成
事
業
の
う
ち
、
未
就
学
児
と
妊

産
婦
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
で
の

窓
口
負
担
を
一
定
負
担
額
の
み
と

す
る
「
現
物
給
付
方
式
」
を
採
用

し
ま
す
。
こ
の
一
定
負
担
額
を
町

が
さ
ら
に
負
担
し
、
町
民
の
窓
口

負
担
を
ゼ
ロ
に
す
る
な
ど
、
子
育

て
支
援
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

【
保
育
園
等
】

　

平
成
27
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

野
外
保
育
、
要
支
援
児
へ
の
き
め

細
や
か
な
対
応
な
ど
の
特
色
あ
る

保
育
に
継
続
し
て
取
り
組
み
、
保

育
の
質
の
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

【
学
校
関
係
】

　

平
成
28
年
度
も
町
単
独
で
、
学

力
向
上
支
援
員
と
特
別
支
援
員
を

各
小
中
学
校
に
配
置
し
、
個
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
指
導
の
充
実
を

進
め
ま
す
。

　

夏
・
冬
休
み
を
利
用
し
て
、
中

学
生
を
対
象
と
し
た
外
部
講
師
に

よ
る
学
習
会
の
開
催
や
、
こ
れ
ま

で
に
導
入
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
有

効
活
用
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
学

力
向
上
を
推
進
し
ま
す
。

　　町議会町議会３３月定例会月定例会が３月が３月３３日に開かれ、施政方日に開かれ、施政方

針演述で針演述で山本山本賢賢
けんけん

一一
いちいち

町長町長は「豊かで安心して生活では「豊かで安心して生活で

きる魅力ある地域社会の創造に向け、身近な社会きる魅力ある地域社会の創造に向け、身近な社会

資本の整備、地域福祉の向上と学校教育環境の充資本の整備、地域福祉の向上と学校教育環境の充

実などを基本としたまちづくりを推進する」と決実などを基本としたまちづくりを推進する」と決

意を述べました。本年度の主な施策、事業などに意を述べました。本年度の主な施策、事業などに

ついてお知らせします。ついてお知らせします。

【
公
共
交
通
対
策
】

　

町
民
バ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
利
用
さ

れ
る
皆
さ
ん
の
要
望
な
ど
を
踏
ま

え
つ
つ
、
利
用
し
や
す
く
よ
り
よ

い
交
通
手
段
と
な
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

【
防
災
対
策
】

　

平
成
27
年
度
に
防
災
計
画
の
改

正
を
行
っ
た
ほ
か
、
土
砂
崩
壊
な

ど
の
危
険
箇
所
や
避
難
場
所
な
ど

の
防
災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
し

た
。
今
後
は
、
災
害
時
の
自
助
、

共
助
の
取
り
組
み
の
充
実
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
屋
外
防
災
行
政
無
線
の

デ
ジ
タ
ル
化
を
計
画
的
に
進
め
、

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
災
害

に
関
す
る
情
報
提
供
な
ど
に
必
要

な
体
制
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

【
消
費
者
行
政
推
進
事
業
】

　

近
年
の
悪
質
な
契
約
や
商
法
は

世
代
の
広
い
範
囲
で
発
生
し
て
お

り
、
研
修
会
な
ど
の
参
加
に
よ
る

職
員
の
窓
口
対
応
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
と
と
も
に
、
構
成
市
町
村
が
連

携
し
て
二
戸
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
存
続
と
支
援
を
継
続
し
、
皆
さ

豊
か
な
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
づ
く
り

ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
努

め
ま
す
。

【
町
道
整
備
・
橋
梁
維
持
】

　

町
道
軽
米
高
家
線
道
路
改
良
舗

装
事
業
は
、
平
成
28
年
度
で
事
業

完
了
予
定
で
す
。
こ
の
ほ
か
、
町

道
焼
切
万
谷
線
、
赤
石
峠
小
玉
川

線
、
み
そ
こ
ろ
ば
し
竹
谷
袋
線
、

参
勤
街
道
線
も
早
期
完
成
に
向
け

て
事
業
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
通
学
路
の
安
全
対
策
と

し
て
町
道
下
小
路
保
育
所
線
の
歩

道
整
備
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。

橋
梁
修
繕
と
点
検
業
務
に
つ
い
て

も
継
続
し
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
利

便
性
の
向
上
と
交
通
安
全
を
確
保

し
ま
す
。

【
住
環
境
・
上
下
水
道
】

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
向
川
原
地
区
の
管
路
敷
設
工

事
を
進
め
る
ほ
か
、
供
用
開
始
区

域
に
お
け
る
下
水
道
の
普
及
促
進

に
努
め
、
公
共
用
水
域
な
ど
の
自

然
環
境
の
保
全
と
生
活
環
境
の
改

善
を
目
指
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
観
音
林
地
区
簡

易
水
道
及
び
山
内
地
区
簡
易
水
道

の
施
設
更
新
計
画
を
、
平
成
27
年

度
か
ら
２
ヶ
年
継
続
事
業
と
し
て

進
め
て
お
り
、
今
後
も
一
上
水
道

事
業
と
二
簡
易
水
道
事
業
に
よ

り
、
「
安
全
な
水
の
安
定
供
給
と

健
全
な
経
営
」
を
目
標
と
し
て
運

営
し
て
い
き
ま
す
。

結
い
の
精
神
の
ま
ち
づ
く
り

【
行
政
区
活
動
交
付
金
等
】

　

地
域
の
自
主
的
・
主
体
的
活
動

を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
行
政
区
活
動
交
付
金
」
と
「
地

域
活
動
支
援
事
業
費
補
助
金
」
に

つ
い
て
は
、
各
行
政
区
、
町
内
会

が
よ
り
利
用
し
や
す
い
制
度
と
な

る
よ
う
見
直
し
、
多
様
化
す
る
地

域
課
題
を
解
決
し
、
快
適
で
住
み

よ
い
地
域
づ
く
り
を
地
域
と
行
政

が
同
じ
視
点
で
推
進
し
ま
す
。

【
ユ
イ
コ
の
ケ
ア
ド
ー
事
業
】

　

今
後
と
も
取
り
組
み
を
す
る
行

政
区
や
地
域
団
体
の
活
動
を
支
援

し
ま
す
。

高
齢
者
も
い
き
い
き
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り

子
育
て
支
援
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り

-町 長 施 政 方 針--町 長 施 政 方 針-

敬老会での健康体操

取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、
65
歳
以

上
を
対
象
に
し
た
「
基
本
チ
ェ
ッ

ク
リ
ス
ト
」を
実
施
し
、”う
つ“
ス

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
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【
観
光
】

　

町
観
光
協
会
が
中
心
と
な
っ
て

実
施
す
る
軽
米
秋
ま
つ
り
は
、
９

月
17
日
か
ら
19
日
ま
で
の
３
日
間

の
日
程
で
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

森
と
水
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
て
い
る
雪

谷
川
ダ
ム
フ
ォ
リ
ス
ト
パ
ー
ク
・

軽
米
は
、
施
設
開
園
27
年
目
を
迎

え
ま
す
。
５
月
の
大
型
連
休
中
の

開
花
に
向
け
、
早
咲
き
か
ら
遅
咲

き
の
珍
し
い
球
根
の
更
新
を
図
る

と
と
も
に
、
５
月
８
日
に
は
、
ハ

当

初

予

算

当

初

予

算

ー
ト
フ
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
の

芝
桜
と
、
フ
ォ
リ
ス
ト
パ
ー
ク
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
生
か
し
た
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
、
「
花

の
ま
ち
軽
米
」
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

し
な
が
ら
誘
客
を
促
進
し
ま
す
。

　

岩
手
県
北
市
町
村
に
共
通
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
冬
期
間
の
誘
客

に
つ
い
て
は
「
冬
の
厳
し
い
か
る

ま
い
」
を
逆
手
に
と
り
、
冬
の
賑

わ
い
の
創
出
と
、
町
中
心
部
の
活

性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
新
た

な
イ
ベ
ン
ト
を
平
成
28
年
度
か
ら

　

平
成
28
年
度
の
地
方
財
政
計

画
は
、
ほ
ぼ
前
年
並
み
の
予
算

が
確
保
さ
れ
ま
し
た
が
、
当
町

で
は
、
先
に
実
施
さ
れ
た
国
勢

調
査
人
口
が
大
幅
に
減
少
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
地
方
交
付
税

額
の
削
減
が
予
想
さ
れ
、
厳
し

い
財
政
状
況
に
な
る
と
見
込
ん

で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
を
踏

ま
え
、
歳
入
で
は
、
町
税
収
入

の
確
保
や
適
正
な
受
益
者
負
担

を
お
願
い
し
な
が
ら
自
主
財
源

の
確
保
に
努
め
、
歳
出
で
は
、

費
用
対
効
果
の
検
証
に
よ
る
事

務
事
業
の
見
直
し
な
ど
、
歳
入

に
見
合
う
歳
出
の
抑
制
を
基
本

と
し
た
健
全
財
政
の
取
り
組
み

を
強
化
し
な
が
ら
、
豊
か
で
安

心
し
て
生
活
で
き
る
魅
力
あ
る

地
域
社
会
の
創
出
に
向
け
た
、

身
近
な
社
会
資
本
の
整
備
、
地

豊
か
で
安
心
、
魅
力
あ

る
地
域
の
創
造
に
向
け

本
年
度
の
当
初
予
算
は

61
億
４
０
０
０
万
円

　

平
成
28
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
総
額
は
、
前
年
度
予
算

と
比
較
し
て
１
・
９
％
減
の

61
億
４
０
０
０
万
円
と
し
ま
し

た
。

　

歳
入
の
確
保
と
歳
出
の
抑
制

を
基
本
に
編
成
し
ま
し
た
が
、

６
億
３
０
０
０
万
円
余
り
の
財

源
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
財
源
不
足
額
に
つ
い
て

は
、
財
政
調
整
基
金
に
よ
り
調

整
し
ま
し
た
が
、
今
後
の
財
政

運
営
に
当
た
っ
て
は
、
一
層
効

率
的
な
予
算
の
執
行
に
努
め
る

と
と
も
に
、
財
政
の
厳
し
い
状

況
を
直
視
し
、
限
ら
れ
た
財
源

の
重
点
的
・
効
率
的
な
配
分
に

努
め
ま
す
。

平成28年度施政方針演述

【
商
工
業
振
興
】

　

軽
米
町
商
工
会
や
軽
米
中
央
商

店
会
の
各
種
事
業
に
対
し
て
助
成

を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企

業
の
支
援
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
商
工
業
者
の
運
転
・
設

備
資
金
な
ど
の
資
金
確
保
の
円
滑

化
と
利
子
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
に
、
引
き
続
き
町
の
制
度
融
資

の
斡
旋
に
よ
る
利
子
補
給
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

【
中
心
商
店
街
の
活
性
化
対
策
】

　

今
後
も
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
町
内

共
通
商
品
券
を
発
行
す
る
な
ど
町

内
商
店
な
ど
の
利
用
促
進
に
努
め

る
と
と
も
に
、
中
心
市
街
地
に
公

共
交
通
の
窓
口
、
町
民
の
生
涯
学

習
と
ふ
れ
あ
い
の
拠
点
と
し
て
仮

称　

か
る
ま
い
交
流
駅　

の
基
本

構
想
の
策
定
を
進
め
、
元
気
あ
ふ

れ
る
中
心
商
店
街
の
創
出
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

【
地
場
産
業
の
振
興
】

　

「
か
る
ま
い
ブ
ラ
ン
ド
」
は
現

在
、
24
品
目
が
認
証
さ
れ
て
お

り
、
「
食
の
町
か
る
ま
い
」
を
県

内
外
に
発
信
す
る
と
と
も
に
、
地

場
産
品
の
特
産
品
化
と
、
販
路
拡

大
事
業
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
「
か
る
ま
い
シ
リ
ア
ル

ラ
イ
フ
」
開
発
推
進
委
員
会
を
開

催
し
、
町
の
特
産
品
で
あ
る
雑
穀

の
「
軽
米
産
シ
リ
ア
ル
」
と
し
て

の
ブ
ラ
ン
ド
化
、
商
品
化
に
向
け

て
の
調
査
研
究
な
ど
に
必
要
な
支

援
を
し
ま
す
。

開
催
し
ま
す
。

【
環
境
衛
生
】

　

町
民
総
参
加
で
町
内
全
域
に
わ

た
り
、
道
路
河
川
な
ど
の
清
掃
を

行
う
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
デ
ー
事
業

を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
可
燃
ご
み
の
総
重
量
の

約
30
％
を
占
め
る
生
ご
み
の
処
理

を
促
進
す
る
た
め
、
家
庭
用
生
ご

み
処
理
機
及
び
コ
ン
ポ
ス
ト
の
購

入
補
助
事
業
の
ほ
か
、
古
着
な
ど

の
回
収
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
に
よ
る
最
終
処
分

場
建
設
計
画
に
つ
い
て
は
、
町
と

し
て
引
き
続
き
事
業
者
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、
八
戸
圏
域
水
道

企
業
団
、
洋
野
町
と
連
携
し
な
が

ら
建
設
の
阻
止
、
反
対
の
立
場
を

訴
え
て
い
き
ま
す
。

【
花
い
っ
ぱ
い
運
動
】

　

本
年
は
希
望
郷
い
わ
て
国
体
軟

式
野
球
競
技
が
当
町
で
も
開
催
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
全
国
か
ら
訪
れ

る
選
手
や
、
観
客
の
皆
さ
ん
を
あ

た
た
か
い
「
お
も
て
な
し
の
心
」

で
迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
花

い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
に
努
め
ま

す
。

【
Ｔ
Ｐ
Ｐ
】

　

現
時
点
で
は
具
体
的
な
影
響
が

計
り
知
れ
な
い
部
分
が
あ
り
、
国

会
で
の
審
議
状
況
の
動
向
を
注
視

し
、
協
定
の
批
准
を
行
わ
な
い
よ

う
、
皆
さ
ん
と
と
も
に
求
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
関
連
施
策
に
つ

い
て
は
、
内
容
な
ど
を
注
視
し
な

が
ら
関
係
機
関
と
連
携
し
、
対
策

な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

【
水
稲
】

　

平
成
28
年
産
米
の
生
産
数
量
目

標
は
、
面
積
に
換
算
し
て
４
４
９

ヘ
ク
タ
ー
ル
と
な
り
、
27
年
産
と

比
較
し
て
22
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
飼
料
用
米
の
作

付
面
積
は
、
26
年
度
と
比
較
し
て

76
ヘ
ク
タ
ー
ル
増
加
の
２
５
５
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
し
た
。
今
後
も
関
係

機
関
と
連
携
し
、
収
量
向
上
な
ど

の
指
導
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

【
園
芸
振
興
】

　

新
技
術
や
新
品
種
の
導
入
に
よ

る
生
産
性
の
向
上
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
た
ば
こ
の
立
ち
枯
れ
病

予
防
対
策
を
継
続
実
施
し
ま
す
。

　

多
く
の
需
要
が
見
込
ま
れ
る
エ

ゴ
マ
な
ど
の
雑
穀
に
つ
い
て
は
、

多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、
売
れ
る
商
品
づ
く
り
と
、

流
通
販
売
体
制
を
推
進
す
る
ほ

か
、
地
産
地
消
に
取
り
組
み
、
産

地
力
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

【
畜
産
振
興
】

　

和
牛
の
繁
殖
経
営
で
は
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
調
印
な
ど
の
大
き
な
影
響
が
懸

念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
経
営
体
質

の
強
化
を
図
る
た
め
、
飼
養
管
理

に
お
け
る
低
コ
ス
ト
化
や
、
担
い

手
農
家
の
規
模
拡
大
を
推
進
す
る

た
め
の
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

中
小
家
畜
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
国
や
県
の
価
格
保
証
制
度
に

町
と
し
て
も
引
き
続
き
助
成
し
、

中
小
家
畜
の
維
持
と
安
定
的
発
展

を
図
り
ま
す
。

【
日
本
型
直
接
支
払
制
度
】

　

引
き
続
き
農
業
の
多
面
的
機
能

の
維
持
・
発
揮
の
た
め
の
地
域
活

動
や
、
営
農
活
動
に
対
し
て
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
農
地
活
用
・
担
い
手
育
成
】

　

機
構
集
積
協
力
金
交
付
事
業
で

は
、
経
営
転
換
協
力
金
１
人
、
耕

作
者
集
積
協
力
金
６
人
の
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
農
地
の

借
入
、
貸
付
に
関
す
る
機
構
集
積

協
力
金
交
付
事
業
を
活
用
し
、
担

い
手
へ
の
農
地
の
集
積
と
集
約
化

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
現
在
２

組
の
夫
婦
を
含
め
７
人
が
給
付
を

受
け
て
い
る
新
規
就
農
・
経
営
継

承
総
合
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
さ

ら
に
周
知
を
図
り
ま
す
。

【
農
業
基
盤
整
備
】

　

県
営
事
業
の
中
山
間
地
域
総
合

整
備
事
業
な
ど
に
よ
り
、
農
道
２

路
線
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
内
地
区
の
農
業
構
造

改
善
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
28
年
度

中
に
整
備
す
る
予
定
で
す
。

【
林
業
関
係
】

　

引
き
続
き
町
有
林
大
平
事
業
区

の
下
刈
作
業
と
間
伐
作
業
を
実
施

し
ま
す
。

　

ま
た
、
木
炭
・
し
い
た
け
生
産

者
や
森
林
組
合
と
連
携
し
、
広
葉

樹
里
山
森
林
資
源
活
用
再
生
事
業

を
推
進
し
な
が
ら
、
特
用
林
産
物

の
生
産
振
興
を
図
り
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
美
し
い
景
観
の
ま
ち
づ
く
り

資
源
を
活
か
し
た
地
域
産
業
の
ま
ち
づ
く
り

多
様
な
交
流
が
生
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り

域
福
祉
の
向
上
と
学
校
教
育
環

境
の
充
実
な
ど
を
基
本
に
予
算

編
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

フォリストパーク・軽米のチューリップ園

軽米町民生涯学習フェスティバル

　

軽
米
高
校
へ
の
支
援
で
は
、
平

成
28
年
度
か
ら
新
た
に
キ
ャ
リ
ア

教
育
推
進
事
業
に
支
援
す
る
こ
と

に
よ
り
、
生
徒
確
保
に
向
け
た
軽

米
高
校
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　

住
民
の
手
に
よ
る
「
生
涯
学
習

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」「
か
る
ま
い

朗
読
会
」
な
ど
町
民
に
よ
る
主
体

的
な
学
習
活
動
を
支
援
し
、
心
の

豊
か
さ
に
つ
な
が
る
多
様
な
学
習

機
会
を
提
供
し
、
文
化
の
薫
る
軽

米
町
を
作
っ
て
い
き
ま
す
。

【
希
望
郷
い
わ
て
国
体
】

　

10
月
に
本
番
を
控
え
、
軟
式
野

球
競
技
の
円
滑
な
運
営
と
内
外
か

ら
の
来
場
者
の
お
も
て
な
し
、
国

体
開
催
に
向
け
た
機
運
を
高
め
る

事
業
を
推
進
し
ま
す
。

「かるまいブランド」発表会
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【
情
報
教
育
の
推
進
】

　

実
務
的
な
研
修
に
よ
り
、
教
員

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
力
を
高
め

る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
の
学
習
意

欲
と
習
熟
度
を
高
め
ま
す
。

　

ま
た
子
ど
も
た
ち
が
ネ
ッ
ト
犯

罪
等
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、

情
報
モ
ラ
ル
に
関
す
る
指
導
を
強

化
し
ま
す
。

【
適
応
指
導
の
充
実
】

　

関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
を
有

効
活
用
し
、
教
育
相
談
体
制
を
確

立
し
ま
す
。
い
じ
め
防
止
に
向
け

た
日
常
指
導
を
強
化
し
、
す
べ
て

の
学
校
が
「
い
じ
め
防
止
基
本
方

針
」
を
策
定
し
て
、
組
織
的
に
対

応
で
き
る
態
勢
づ
く
り
と
職
員
の

意
思
統
一
を
図
り
ま
す
。

【
教
員
研
修
の
充
実
】

　

授
業
改
善
研
修
会
や
教
務
主
任

研
修
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
授
業
研
究
会

な
ど
の
実
践
的
な
教
員
研
修
に
よ

り
、
指
導
力
や
資
質
の
向
上
を
図

り
ま
す
。

【
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

の
推
進
】

　

学
校
評
議
員
な
ど
外
部
評
価
に

よ
る
教
育
活
動
の
改
善
を
図
る
ほ

か
、
町
内
一
斉
学
校
公
開
日
を
実

施
し
、
保
護
者
や
地
域
と
の
連

携
・
協
働
に
努
め
ま
す
。

【
中
高
一
貫
教
育
】

　

軽
米
中
学
校
、
軽
米
高
校
の
６

年
間
を
通
じ
た
系
統
的
、
継
続
的

指
導
に
よ
り
、
学
力
の
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
中
高
一
貫
教
育
支

援
者
拡
大
会
議
な
ど
を
開
催
し
、

軽
米
高
校
の
よ
り
一
層
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

◆
生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

　

生
涯
学
習
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る

情
報
提
供
や
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

学
習
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
な
ど
、
町

民
に
よ
る
主
体
的
な
活
動
を
支
援

し
ま
す
。
生
涯
学
習
推
進
本
部
を

中
心
と
し
て
、
住
民
誰
も
が
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
主
体
的
に
学
習

で
き
る
環
境
を
整
え
、
学
習
の
成

果
を
適
切
に
生
か
す
社
会
の
実
現

に
努
め
ま
す
。

◆
社
会
教
育
の
推
進

【
家
庭
教
育
支
援
】

　

子
ど
も
を
持
つ
親
を
対
象
に
、

発
達
段
階
に
応
じ
た
子
育
て
、
し

つ
け
、
食
育
な
ど
に
関
す
る
家
庭

教
育
学
級
を
開
設
し
、
子
育
て
支

援
に
努
め
ま
す
。

【
放
課
後
子
ど
も
教
室
】

　

放
課
後
に
お
け
る
子
ど
も
の
活

動
拠
点
を
設
け
、
地
域
の
方
々
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
全

安
心
な
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

【
学
校
図
書
館
支
援
】

　

小
・
中
・
高
等
学
校
の
学
校
図

書
館
の
運
営
を
支
援
し
、
学
校
図

書
の
活
用
促
進
と
充
実
を
図
り
ま

す
。

【
青
少
年
の
学
習
支
援
】

　

音
更
町
相
互
訪
問
研
修
や
青
少

年
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど
体
験
的
な

活
動
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
将

来
地
域
を
担
う
青
少
年
が
人
間
性

豊
か
に
成
長
す
る
よ
う
取
り
組
み

ま
す
。

◆
公
民
館
、
図
書
館
運
営

【
中
央
公
民
館
運
営
】

　

町
民
の
学
習
拠
点
施
設
と
し

て
、
各
種
講
座
の
開
催
や
サ
ー
ク

ル
活
動
な
ど
に
利
用
し
や
す
い
施

設
運
営
に
努
め
ま
す
。

【
笹
渡
・
小
軽
米
・
晴
山
分
館
】

　

地
域
住
民
の
方
々
の
活
用
に
つ

い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
活
用
方
法
を
検
討

し
ま
す
。

【
図
書
館
運
営
】

　

蔵
書
の
充
実
や
、
読
書
に
親
し

む
き
っ
か
け
と
な
る
催
し
な
ど
、

サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。

【
生
涯
学
習
拠
点
施
設
の
整
備
】

　

町
の
各
種
計
画
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
、
整
備
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

◆
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

【
町
民
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
】

　

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
設
備
の
充
実

を
図
り
な
が
ら
、
誰
も
が
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
み
、
体
力
の
向
上
を
目

指
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各
種

ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
参
加
機
会
の

拡
大
に
努
め
ま
す
。

【
希
望
郷
い
わ
て
国
体
】

　

10
月
２
日
か
ら
の
軟
式
野
球
競

技
の
開
催
に
向
け
、
実
行
委
員
会

が
中
心
と
な
っ
て
県
全
体
の
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
な
が
ら
、
国
体
へ

の
機
運
を
盛
り
上
げ
、
内
外
か
ら

の
来
場
者
へ
の
お
も
て
な
し
と
軟

式
野
球
競
技
の
滞
り
な
い
運
営
を

図
り
ま
す
。
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◆
学
校
教
育
の
充
実
に
つ
い
て

【
幼
児
教
育
の
充
実
】

　

小
学
校
へ
続
く
集
団
生
活
へ
の

適
応
力
を
身
に
つ
け
る
よ
う
、
創

意
と
工
夫
に
満
ち
た
教
育
活
動
を

展
開
す
る
と
と
も
に
、
預
か
り
保

育
や
給
食
の
実
施
な
ど
、
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

【
学
力
向
上
】

　

少
人
数
指
導
、
授
業
に
お
け

る
到
達
目
標
の
設
定
や
評
価
な

ど
「
わ
か
る
授
業
づ
く
り
」
に

向
け
た
教
員
研
修
を
進
め
る
と

と
も
に
、
「
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
の

日
」
を
取
り
入
れ
、
家
庭
学
習

の
定
着
化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
生
、
高
校
生
へ

の
実
用
英
語
技
能
検
定
と
日
本

漢
字
能
力
検
定
の
受
験
量
の
助

施政方針を述べる施政方針を述べる

戸草内教育委員長戸草内教育委員長

成
を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

【
特
別
支
援
教
育
の
充
実
】

　

就
学
指
導
委
員
会
の
開
催
な
ど

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
児
童
生
徒
の
様
々
な
障
が
い

の
早
期
発
見
と
、
き
め
細
か
な
指

導
・
支
援
を
行
い
、
特
別
支
援
教

育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な

ど
に
よ
る
支
援
体
制
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

【
道
徳
教
育
の
充
実
】

　

規
範
意
識
や
道
徳
性
の
低
下
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

「
道
徳
の
時
間
」
を
充
実
さ
せ
、

心
の
成
長
に
つ
な
げ
る
指
導
を
推

進
し
ま
す
。

【
健
康
教
育
の
充
実
】

　

規
則
正
し
い
生
活
習
慣
に
よ
る

感
染
症
予
防
や
肥
満
予
防
な
ど
健

康
に
暮
ら
す
知
識
と
判
断
力
を
育

て
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
は
、
「
軽
米
産
食

材
」
を
活
用
し
た
食
育
の
推
進
と

併
せ
て
、
給
食
費
に
対
す
る
助
成

を
継
続
し
て
子
育
て
支
援
を
図
り

ま
す
。

【
環
境
教
育
の
充
実
】

　

３
月
３
日
の
町
議
会
定
例
会
の
教
育
行
政
方
針
演
述
で
戸
草

内
勝か

つ

夫お

教
育
委
員
長
は
「
軽
米
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
成

長
と
生
涯
学
習
の
町
の
さ
ら
な
る
発
展
を
期
す
る
た
め
、
軽
米

町
教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
教
育
行
政
の
な
お
一
層
の

推
進
に
努
め
て
参
り
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。
本
年
度

の
主
な
施
策
、
事
業
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

太
陽
光
発
電
な
ど
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
関
す
る
学
習

や
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
な
ど
、

家
庭
や
地
域
を
巻
き
込
ん
だ
学
習

活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

【
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
推
進
】

　

町
内
事
業
所
の
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
働
く
こ
と
の
喜
び
や

厳
し
さ
を
感
じ
、
自
分
の
住
む
社

会
や
将
来
を
考
え
る
機
会
と
な
る

よ
う
職
場
体
験
を
実
施
し
ま
す
。

【
国
際
理
解
教
育
の
推
進
】

　

小
・
中
学
校
へ
の
英
語
指
導
助

手
の
継
続
配
置
、
小
中
高
合
同
の

英
語
発
表
会
の
開
催
な
ど
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
と

国
際
理
解
を
深
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
新
た

に
、
小
学
校
３
、
４
年
生
も
外
国

語
活
動
に
取
り
組
み
ま
す
。

政政

針針
方方

施施

教教
育育

員
長長

委委

チャレンジデーのラジオ体操

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
児
童
と
行

う
図
書
の
修
繕

中学生を対象としたウィンター学習会

6
◆
個
性
あ
る
文
化
の
創
造

【
芸
術
文
化
の
振
興
】

　

個
性
豊
か
な
地
域
文
化
を
創
造

す
る
た
め
、
町
民
に
よ
る
文
化
的

な
活
動
を
支
援
し
、
町
民
文
化
祭

や
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

開
催
な
ど
活
動
成
果
の
発
表
機

会
、
芸
術
文
化
を
観
賞
す
る
機
会

を
作
り
な
が
ら
、
町
民
の
創
作
活

動
を
奨
励
支
援
し
ま
す
。

【
文
化
遺
産
の
保
存
と
伝
承
】

　

町
内
に
多
く
存
在
す
る
貴
重
な

文
化
財
を
計
画
的
に
調
査
・
発
掘

し
、
記
録
保
存
す
る
と
と
も
に
、

地
域
に
伝
わ
る
芸
能
や
郷
土
資
料

の
伝
承
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

◆
教
育
振
興
運
動
の
推
進

　

教
育
水
準
の
向
上
を
目
指
す
県

独
自
の
教
育
運
動
と
し
て
、
地
域

ぐ
る
み
の
教
育
活
動
が
学
区
単
位

で
展
開
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

少
子
化
や
学
校
統
合
な
ど
に
よ

り
、
運
動
の
あ
り
方
も
転
換
期
に

あ
り
ま
す
が
、
各
実
践
区
に
お
い

て
、
「
子
ど
も
は
地
域
全
体
で
育

む
」
と
い
う
機
運
を
高
め
、
地
域

づ
く
り
を
基
盤
に
据
え
た
大
人
自

ら
の
住
民
運
動
と
し
て
推
進
し
ま

す
。
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農
業
委
員
会
法
改
正
後
初
の

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
決
定

　

改
正
さ
れ
た
農
業
委
員
会
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
い
、
新
た
な
農
業
委
員
と
な
っ
た
12
人
に
対
し

４
月
１
日
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
日
開
催
さ
れ
た
第
１
回
総
会
で
、
会
長
に
西
舘
徳
松
さ

ん
、
会
長
職
務
代
理
者
に
中
里
照
夫
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。
４
月
６
日
に
は
、
新
た
に
新
設
さ
れ
た
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
へ
の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
、
西
舘
会
長
か
ら
委
嘱
状
を
受
け
取
っ
た
６
人

と
合
わ
せ
て
総
勢
18
人
で
の
新
た
な
農
業
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

会長会長就任の就任のあいさつあいさつ

　

さ
て
、
今
日
の
農
業
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
米
価
の
大
幅
下
落
を

は
じ
め
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
に
よ
る
遊
休
農
地

の
増
加
の
ほ
か
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
の

動
向
が
心
配
さ
れ
る
な
ど
、
農
業

の
将
来
に
大
き
な
不
安
と
戸
惑
い

の
声
が
広
が
っ
て
お
り
ま
す
。
国

で
は
、
新
た
な
農
業
委
員
会
法
の

も
と
、
「
農
地
利
用
の
最
適
化
の

推
進
」
を
強
化
し
、
担
い
手
へ
の

農
地
集
積
、
遊
休
農
地
の
発
生
防

止
・
解
消
、
農
業
の
新
規
参
入
へ

の
促
進
へ
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
方
針
で
あ
り
ま
す
。

　

当
委
員
会
と
し
て
も
、
新
た
な

制
度
を
見
極
め
な
が
ら
、
軽
米
町

の
農
業
発
展
の
た
め
関
係
機
関
と

の
連
携
の
ほ
か
、
他
分
野
と
の
連

携
も
模
索
し
、
飼
料
米
の
取
組

み
、
黒
毛
和
種
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
を

は
じ
め
と
す
る
畜
産
振
興
、
園
芸

作
物
の
推
進
な
ど
、
所
得
向
上
へ

取
組
み
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

厳
し
い
農
業
情
勢
で
は
あ
り
ま

す
が
、
農
家
の
皆
さ
ん
の
切
実
な

声
を
行
政
に
反
映
で
き
る
よ
う
要

望
活
動
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
展

開
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
町
農
業
委
員
会
活
動

に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

町農業委員会会長

西舘 徳
と く

松
ま つ

さん

　

こ
の
た
び
の
農
業
委
員
会
法
の

改
正
に
伴
い
、
新
た
な
農
業
委
員

会
制
度
の
も
と
開
催
さ
れ
た
第
一

回
総
会
に
お
い
て
、
委
員
各
位
の

推
挙
に
よ
り
会
長
職
に
就
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
を
は
じ
め
関
係
機
関
の
ご
指

導
・
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
一
丸
と
な
っ
て
農
業

委
員
会
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　西舘　徳松
（蛇口、62歳）

℡45-2743

　中里　照
てる

夫
お

（軽米駒木、56歳）
℡46-3194

　山田　一
かず

夫
お

（仲軽米、54歳）
℡46-3580

　内澤　初
はつ

蔵
ぞう

（向高家、66歳）
℡46-2420

　木村　正
まさ

司
し

（荒町、57歳）
℡46-3176

担当地区：軽米

　清藤　秀
ひで

則
のり

（河北、56歳）
℡45-2030

担当地区：小軽米

　本田　健
けん

耕
こう

（本町、68歳）
℡46-3430

　苅谷　雅
まさ

行
ゆき

（苅敷山、61歳）
℡47-1150

　笹山　結
ゆ

実
み

男
お

（新井田、54歳）
℡47-2157

担当地区：晴山

　泉山　和
かず

彦
ひこ

（下円子下組、57歳）
℡45-2020

　古里　典
のり

子
こ

（下晴山、70歳）
℡47-2105

　福田　光
みつ

雄
お

（上野場、68歳）
℡47-2305

担当地区：晴山

担当地区：小軽米

担当地区：軽米

　鶴飼　栄
えい

一
いち

（鶴飼、64歳）
℡45-3150

委員長

　寺澤　正
まさ

幸
ゆき

（向高家、62歳）
℡46-3730

　畑林　悦
えつ

男
お

（屋敷、50歳）
℡45-3728

　下谷地　敦
あつ

雄
お

  （下谷地渡、55歳）
℡47-1637

　古舘　久
ひさし

（高清水、65歳）
℡47-2966

　川島　秋
あき

子
こ

（上増子内、54歳）
℡45-2632

会長会長職務代理者

平成16年から農業委
員を努め19年から会
長職務代理者を歴任

軽米町農業委員会だより

老後の安心のために

農業者年金に加入しませんか？

・誰でも加入できますか？

　国民年金の第一号被保険者で、年間60日以上

農業に従事する60歳未満の方ならどなたでも加

入できます。農地の所有や性別は問いません。

・保険料はいくら？　
　保険料の額は月額２万円から６万７千円までの

間で、千円単位で自分で決められ、いつでも見直

すことができます。

・脱退したらどうなる？

　脱退一時金は支給されませんが、加入期間にか

かわらず、支払った保険料は将来、年金として受

け取れます。また、脱退後の再加入もできます。

・年金は生涯支給されますか？

　年金は生存中必ず決まった額が支払われる終

身年金です。仮に受給者が80歳前に亡くなった

場合でも80歳までに受け取るはずであった農業

者老齢年金相当額が死亡一時金として遺族に支

給されます。

・農業者年金のメリットは？

　支払った保険料は全額が社会保険料控除の対

象となり、所得税・住民税の節税効果につなが

ります。また、認定農業者で青色申告をしてい

るなど、農業の担い手となる方は国庫から月額

最高１万円の保険料補助を受けられる場合があ

ります。

－－新しい新しい農業農業委員委員・農地利用最適化推進委員のご・農地利用最適化推進委員のご紹介紹介－－
（敬称略、会長及び会長職務代理者、委員長を除き委員番号順）（敬称略、会長及び会長職務代理者、委員長を除き委員番号順）

農業委員

農地利用最適化推進委員
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上
席
主
任
看
護
師　

藤
田
美
枝
子

　
　

主
任
社
会
福
祉
主
事
兼
栄
養
士

　
　
　
　
　
　
　

山
田
里
美

　
　

保
健
師　
　

瀧
澤
さ
や
か

　
　

保
健
師　
　

小
林
真
由
美

　
　

主
任
保
健
師　

中
里
早
苗

　
　

主
任
保
健
師　

櫻
場
栄
子

　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
査　
　
　

関
向
孝
行

　
　

主
事　
　
　

小
野
寺
繭
子

　
　

主
事　
　
　

加
藤
美
紀

　
　

主
事　
　
　

日
山
菜
穂
実

　
　

上
席
主
任
看
護
師　

内
城
良
子

　
　

主
任
看
護
師　

下
谷
地
由
美
子

　
　

社
会
福
祉
士　

田
代
沙
織

　
　

保
健
師　
　

八
幡
美
紀

新採用職員を紹介

＜平成28年４月１日発令>

平成28年度平成28年度

よろしくお願いします！

　調子乗りなので、そこを注意してい
きたいと思います。失敗を糧にして頑
張ります。

産業振興課　主事

　兼田　一
かつ

史
し

（沢田・28歳）

　子ども達が明るく・楽しく・元気いっ
ぱいで過ごせるよう頑張ります！よろ
しくお願いいたします。

晴山保育園　保育士

　金山　晃
こう

司
じ

（山口・22歳）

　子どもたちに負けないくらい元気に
頑張ります！よろしくお願いします。

軽米保育園　保育士

　田中　里
さと

実
み

（萩田・21歳）

太字は課長級職、◎はグループ長☆は新採用、　は併任、　は兼務、　は再任用、色付氏名は異動・昇格者

町役場組織と職員配置町役場組織と職員配置（敬称略）

　１日でもはやく町民の皆さまの支え
となれる職員になります。よろしくお
願いします。

町民生活課　主事補

　木戸口　美
み

里
さと

（小玉川・22歳）

　いち早く軽米の皆さまのお役に立て
るよう、努めて参ります。よろしくお
願いします。

総務課　主事

　川原　愛
めぐ

実
み

（米田・28歳）

　分からないことばかりですが、早く
仕事を覚えて皆さんのお役に立てるよ
う頑張ります。

税務会計課　主事補

　脇山　春
はる

陽
あき

（桜山・22歳）

　笑顔で元気に頑張っていきたいと思
います！よろしくお願いします！

小軽米保育園　保育士

　松山　あずさ（上増子内・23歳）

　
　

保
育
士　
　

日
山
侑
香

　

☆
保
育
士　
　

田
中
里
実

　
　

調
理
師　
　

新
井
田
直
子

●
軽
米
保
育
園

　

園
長　
　
　
　

川
島
康
夫

　
　

園
長
代
理　

中
村
由
季

　
　

主
任
保
育
士　

下
斗
米　

敏

　
　

主
任
保
育
士　

榿
澤
順
子

　
　

保
育
士　
　

安
藤
美
由
紀

　
　

保
育
士　
　

金
田
奈
々

　
　

保
育
士　
　

滝
沢
暢
子

　
　

保
育
士　
　

古
川　

唯

　

課
長　
　
　
　

新
井
田
一
徳

　

環
境
整
備
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

江
刺
家
雅
弘

　
　

主
任
主
査　

竹
澤
泰
司

　
　

主
任
主
査　

輪
達
隆
志

　
　

主
任
主
査　

神
久
保
恵
蔵

　
　

主
事　
　
　

玉
舘
博
一

　
　

運
転
手　
　

池
田
明
広

　

上
下
水
道
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

日
脇
邦
昭

　
　

主
任
主
査　

長
瀬
設
男

　
　

主
任
主
査　

中
村
勇
雄

　
　

主
任
主
査　

吉
岡
芳
幸

　
　

主
事　
　
　

玉
舘　

透

　
　

主
事　
　
　

川
崎
彩
香

　
　

運
転
手　
　

苅
敷
山
佳
樹

　
　

主
任
主
査　

鎌
戸
和
則

※
水
道
事
業
所
職
員
を
併
任

　

課
長　
　
　
　

日
山　

充

　

担
当
主
幹　
　

吉
岡　

靖

　

企
画
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

梅
木
勝
彦

　
　

主
事　
　
　

小
笠
原
信
也

　
　

主
事　
　
　

山
舘
さ
く
ら

　

☆
主
事　
　
　

川
原
愛
実

　
　

運
転
手　
　

工
藤　

剛

　
　

用
務
員　
　

田
中
裕
子

　

総
務
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

角
田
貴
浩

　
　

主
査　
　
　

輪
達
ひ
ろ
か

　
　

主
事　
　
　

山
下
善
昭

　
　

主
事　
　
　

大
村
亮
憲

　
　

主
事　
　
　

笹
山
泰
嵩

　
　

主
事　
　
　

苅
谷
太
基

　
　

主
任
主
査　

中
村
利
見

　

総
務
課
付

（
山
田
町
派
遣
）　

外
山
和
寿

（
二
戸
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　

上
村
利
広

　

（
社
会
福
祉
協
議
会
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　

工
藤
光
政

　

（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ち
い
荘
派
遣
）

　
　
　
　
　
　
　

高
橋
良
春

　

（
野
田
村
派
遣
）
齋
藤　

崇

　

事
務
局
長　
　

日
山　

充

　
　

書
記　
　
　

輪
達
ひ
ろ
か

　

会
計
管
理
者
兼
課
長

　
　
　
　
　
　
　

山
田　

元

　

担
当
主
幹　
　

戸
田
沢
光
彦

　

課
長　
　
　
　

中
野
武
美

　

担
当
主
幹　
　

福
田
浩
司

　

総
合
窓
口
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

古
舘
寿
徳

　
　

主
任　
　
　

紫
葉
千
賀
子

　

☆
主
事
補　
　

木
戸
口
美
里

　
　

主
査　
　
　

中
野
と
き

　

町
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

川
原
木
祐
子

　
　

主
任
主
査　

橋
場
光
雄

　
　

主
任
主
査　

鶴
飼
靖
紀

　
　

主
事　
　
　

山
田
の
ぞ
み

　
　

主
事
補　
　

福
田
丈
幸

　
　

主
事
補　
　

清
藤
文
喜

●
小
軽
米
出
張
所

　
　

主
査　
　
　

小
笠
原
邦
之

　

所
長　
　
　
　

川
原
木
純
二

　

居
宅
サ
ー
ビ
ス
・
居
宅
介
護

　

支
援
グ
ル
ー
プ

　

◎
所
長
補
佐　

松
浦
近
子

　
　

生
活
相
談
員　

梅
木
久
美
子

　
　

介
護
福
祉
士　

外
川
愛
子

　
　

介
護
福
祉
士　

杉
浦
謙
二

　

課
長　
　
　
　

於
本
一
則

　

担
当
主
幹　
　

坂
下
浩
志

　

健
康
づ
く
り
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

大
西　

昇

　
　

上
席
主
任
栄
養
士　

工
藤
晃
子

　
　

保
健
師
長　

日
向
安
子

　

課
長　
　
　
　

高
田
和
己

　

担
当
主
幹　
　

小
林　

浩

　

農
政
企
画
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

坂
本　

修

　
　

主
任
主
査　

戸
草
内
和
典

　
　

主
任　
　
　

紫
葉
優
樹

　
　

主
事　
　
　

小
林　

誠

　
　

主
事　
　
　

関
向
幹
也

　

農
林
振
興
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

畑
中
幸
夫

　
　

主
任
主
査　

小
笠
原
隆
人

　
　

主
事
補　
　

明
岡　

寿

　

商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

松
山　

篤

　
　

主
任
主
査　

外
山　

充

　
　

主
事
補　
　

小
野
寺
史
葉

　

☆
主
事　
　
　

兼
田
一
史

　
　

主
任
主
査　

江
刺
家　

高

　

事
務
局
長　
　

佐
藤
暢
芳

　

庶
務
・
議
事
グ
ル
ー
プ

　

◎
局
長
補
佐　

小
林
千
鶴
子

　
　

主
査　
　
　

鶴
飼
義
信

　

※
監
査
委
員
事
務
局
を
併
任

　

事
務
局
長　
　

高
田
和
己

　
　

局
長
補
佐　

坂
本　

修

　
　

主
任　
　
　

紫
葉
優
樹

　
　

主
事　
　
　

小
林　

誠

　
　

主
事　
　
　

関
向
幹
也

総
務
課

税
務
会
計
課

町
民
生
活
課

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

健
康
福
祉
課

議
会
事
務
局

産
業
振
興
課

農
業
委
員
会
事
務
局

地
域
整
備
課

←

←

　

教
育
次
長　
　

佐
々
木　

久

　

教
育
総
務
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

工
藤　

薫

　
　

指
導
主
事　

八
ツ
役
真
司

　
　

主
査　
　
　

於
本
博
之

　
　

主
任　
　
　

寺
地
亜
紀
子

　
　

主
任　
　
　

千
葉
久
司

　
　

主
事　
　
　

山
下
博
之

　
　

主
事　
　
　

横
島
咲
菜

　
　

運
転
手　
　

古
舘
義
明

　

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ

　

◎
次
長
補
佐　

大
清
水
一
敬

教
育
委
員
会
事
務
局

　
　

主
査
兼
学
芸
員　

藤
田
直
行

　
　

主
事　
　
　

大
川
訓
寿

　
　

主
事　
　
　

関
向
哲
志

　
　

主
事　
　
　

菅
原
里
枝

　
　

主
事
兼
社
会
教
育
主
事　

　
　
　
　
　
　
　

古
里
結
美

●
町
立
図
書
館
・
軽
米
中
央
公
民
館

　

館
長　
　
　
　

佐
々
木　

久

　
　

主
任
主
査　

工
藤
祥
子

●
軽
米
幼
稚
園

　

園
長　
　
　
　

圃
田
清
和

　
　

園
長
代
理　

野
中
恵
美
子

　
　

教
諭　
　
　

山
仁
江
利
子

　
　

教
諭　
　
　

吉
田
彩
香

　
　

教
諭　
　
　

内
澤
典
子

●
学
校
用
務
員

　
　

軽
米
中　
　

藤
嶋
百
合
子 ←

←
←

●
小
軽
米
保
育
園

　

園
長　
　
　
　

堀
米
豊
樹

　
　

園
長
代
理　

川
崎
弥
生

　
　

保
育
士　
　

大
清
水
恵

　
　

保
育
士　
　

増
尾
祐
子

　
　

保
育
士　
　

藤
田
由
貴
子

　

☆
保
育
士　
　

松
山
あ
ず
さ

　
　

調
理
師　
　

平
船
シ
ズ
エ

●
晴
山
保
育
園

　

園
長　
　
　
　

小
笠
原　

亨

　
　

園
長
代
理　

小
林
留
美
子

　
　

保
育
士　
　

坂
本
麻
衣
子

　
　

保
育
士　
　

長
井
茉
侑

　

☆
保
育
士　
　

金
山
晃
司

　
　

保
育
士　
　

石
川
敦
子

●
笹
渡
保
育
園

　

園
長　
　
　
　

長
坂
佐
知
子

　

課
税
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

福
島
貴
浩

　
　

主
任
主
査　

小
笠
原
達
夫

　
　

主
任
主
査　

日
山
一
則

　
　

主
査　
　
　

寺
地
隆
之

　

☆
主
事
補　
　

脇
山
春
陽

　

収
納
グ
ル
ー
プ
・
会
計
グ
ル
ー
プ

　

◎
課
長
補
佐　

橋
本
邦
子

　
　

主
事　
　
　

川
島
幸
徳

　
　

主
事　
　
　

小
野
寺
悟

　
　

主
事　
　
　

野
中
翔
平

　

室
長　
　
　
　

平　

俊
彦

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
グ
ル
ー
プ

　

◎
主
任
主
査　

野
中
孝
博

　
　

主
任
主
査　

野
中　

勲

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

推
進
室

【
退
職
者
】
敬
称
略

（
平
成
28
年
３
月
31
日
付
）

内
澤
典
子
（
軽
米
保
育
園
長
代
理
）

安
藤
京
子
（
晴
山
保
育
園
長
代
理
）

石
川
敦
子
（
笹
渡
保
育
園
長
）

古
舘
孝
子
（
軽
米
幼
稚
園
長
代
理
）

藤
原
華
香
（
町
民
生
活
課
主
事
）
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定
員
適
正
化
計
画
（
第
６
次
）
を
策
定

～
効
率
的
・
経
済
的
な
執
行
体
制
を
め
ざ
し
て
～

児童生徒の医療費助成の

給付申請が簡単に！

　町では、この他にも医療機関で保険診療を受けた場合に、窓口で支

払った一部負担金を受給者に給付する医療費の助成を行っています。

町で行っている医療費助成の種類と対象者

乳幼児 ・就学前の児童
妊産婦 ・妊産婦（妊娠５ヶ月目から出産した月の翌月末まで）
ひとり親家庭 ・18歳に達する日以後最初の３月31日までの間にある児童を扶養して

いる配偶者のいない男性又は女性とその児童

・父母のいない18歳に達する最初の３月31日までの間にある児童
重度心身障碍者 ・身体障害者１級、２級

・特別児童扶養手当１級

・障がい者基礎年金１級、特別障害給付金１級

・療育手帳Ａ級　　　　　　　　　　　　　のいずれかに該当する方
寡婦等 ・寡婦のうち、69歳までの方

・児童が18歳に達した以後に配偶者のない女子になった69歳までの方

◎申請手続きは、町民生活課窓口で受け付けています。該当する事業により申請に必要なものが異なりますので、窓口

　もしくはお電話（☎４６－４７３４）でお問い合わせください。

　児童と生徒の医療費助成の医療費給付申請が、県内の医療機関で、できるようになりま

した！

《これまでの申請方法》

　月ごとにまとめた領収書と医療費給付申請書を町民生活課に提出していた

だいていました。

《４月１日からの申請方法》

●県内の医療機関（病院と薬局など）を受診する場合

　受給者証を提示のうえ、「単医療費助成給付申請書」を月初めに医療機関

　の窓口へ提出してください。

●県外の医療機関を受診する場合

　これまでどおり、月ごとにまとめた領収書と医療費給付申請書を町民生活

　課に提出していただきます。

※県内の医療機関へ申請書を出さなかった場合も、これまでどおり町民生活

　課で申請手続きができます。

医療費給付申請書と

領収書を町民生活課へ

単医療費助成給付申請書と

受給者証を窓口へ

県内の医療機関を受診する時は

県外の医療機関を受診する時は

　

町
で
は
、先
月
号
で
ご
紹
介
し
た「
軽
米
町
行
政
改
革
大
綱
」

と
と
も
に
「
軽
米
町
定
員
適
正
化
計
画
」
を
策
定
し
、
執
行
体

制
の
効
率
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
状
況
と
、
第

６
次
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状
況

　

効
率
的
な
執
行
体
制
を
築
く
た
め
、
こ

れ
ま
で
５
次
に
わ
た
る
定
員
適
正
化
計
画

第
６
次
計
画
の
概
要

　

平
成
28
年
度
か
ら
32
年
度
ま
で
を
計
画

期
間
と
す
る
定
員
適
正
化
計
画（
第
６
次
）

で
は
、
こ
れ
ま
で
の
定
員
削
減
や
新
た
な

行
政
施
策
が
生
じ
た
こ
と
で
事
務
事
業
に

支
障
を
き
た
す
お
そ
れ
が
出
て
き
た
こ
と

か
ら
、
概
ね
現
状
の
職
員
数
を
確
保
す
る

数
値
目
標
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。（
下
表

参
照
）

　

退
職
者
の
補
充
は
、
再
任
用
制
度
の
活

用
や
、
受
験
資
格
の
年
齢
層
を
幅
広
く
設

定
す
る
な
ど
、
職
員
の
年
代
構
成
を
平
準

化
し
て
、
同
一
年
代
に
職
員
が
偏
ら
な
い

よ
う
配
慮
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、多
様
化
・
高
度
化
す
る
行
政
ニ
ー

ズ
に
迅
速
か
つ
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、

職
員
の
資
質
向
上
や
意
識
改
革
、
サ
ー
ビ

ス
業
と
し
て
の
行
政
事
務
の
推
進
に
向
け

て
接
遇
マ
ナ
ー
の
向
上
な
ど
の
計
画
的
な

研
修
を
行
う
こ
と
も
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

民
間
委
託
や
町
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働

参
画
に
よ
り
出
来
る
事
業
な
ど
、
自
助
、

共
助
、公
助
な
ど
役
割
を
明
確
化
し
つ
つ
、

事
務
事
業
の
全
体
的
な
見
直
し
な
ど
を
進

め
、
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
簡
素
で
効
率
的

な
行
政
の
た
め
に
は
、「
最
少
の
経
費
で

最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
」
と
い
う
地
方
自

治
の
原
則
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
長
期
的
な

定
員
管
理
に
努
め
ま
す
。

年　度
27年度職員数

（計画前年度）

定員適正化計画年度 32年度職員数

（目標年度）28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 累計

退職見込者数（前年度

中の退職者数含む）
行政職等 ６ ４ 11 ３ ４ 28

採用予定者数 行政職等 ７ ７ ６ ７ ４ 31

職員数

行政職等 135 136 139 134 138 138 138

再任用職員の

活用数

２

（10）

３

（10）

３

（11）

３

（12）

３

（10）

２

（10）

２

（10）

計 137 139 142 137 141 140

注)　(　)書きは再任用職員数(短時間)で、計の外数

の
執
行
で
、
組
織
の
見
直
し
や
事
務
事
業

の
民
間
委
託
、
新
規
採
用
の
抑
制
と
勧
奨

退
職
制
度
の
促
進
な
ど
、
職
員
数
の
削
減

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
か
ら
27
年
度
ま
で
の
第
５

次
定
員
適
正
化
計
画
で
は
、
職
員
数
が
22

年
度
の
１
５
６
人
か
ら
27
年
度
末
ま
で
に

１
３
７
人
へ
と
減
少
し
ま
し
た
が
、
年
代

別
に
見
る
と
、
20
歳
代
が
23
・
０
％
、
30

歳
代
が
15
・
５
％
、
40
歳
代
が
14
・
１
％
、

50
歳
代
が
47
・
４
％
と
平
均
年
齢
の
高
い
、

い
び
つ
な
年
齢
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
い
年
代
別
の
構
成
は
下
の
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

対象者：小学生～高校生

　　　　（平成10年４月２日～平成22年４月１日生まれ）
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岩
手
県
消
防
定
例
表

彰
式
が
３
月
17
日
に
盛

岡
市
の
市
民
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
町
の

消
防
団
員
や
婦
人
消
防

協
力
隊
員
な
ど
、
長
年

に
わ
た
り
消
防
活
動
に

貢
献
し
た
功
労
者
20
人

に
表
彰
状
と
記
念
品
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
後
、
受
章
者

ら
は
役
場
を
訪
れ
、
山

本
町
長
に
受
章
の
喜
び

を
報
告
し
ま
し
た
。

　

各
章
と
受
章
者
は
左

の
と
お
り
で
す
。
（
敬

称
略
）

★消防庁長官表彰

　【永年勤続功労章】太田正
ただし

（本部付分団長）

★岩手県知事表彰

　【功績章】澤田晶
あきら

（部長）

　　　　　　平林和
かず

代
よ

司
し

（部長）

　　　　　　高森康
やす

浩
ひろ

（部長）

　　　　　　細谷地司
つかさ

（部長）

　　　　　　小林光
みつ

浩
ひろ

（部長）

★日本消防協会長表彰

　【功績章】大谷地房
ふさ

男
お

（副団長）

　【精績章】坂本昌
まさ

彦
ひこ

（本部付分団長）

　　　　　　下谷地敦
あつ

雄
お

（分団長）

　【勤続章】高橋薫
かおる

（分団長）

　　　　　　日山政
まさ

俊
とし

（副分団長）

　　　　　　畑林悦
えつ

男
お

（部長）

　　　　　　高森康浩（部長）

　　　　　　細谷地司（部長）

　　　　　　本田英
ひで

博
ひろ

（班長）

　　　　　　苅敷山輝
てる

美
み

（団員）

　　　　　　福田幸
さち

男
お

（団員）

★岩手県消防協会長表彰

　【功労章】小笠原充
みつ

夫
お

（本部付分団長）

　【功績章】高森康浩（部長）

　　　　　　日山政俊（副分団長）

　　　　　　細谷地司（部長）

　【内助功労】鶴飼奈
な

千
ち

代
よ

（分団長令夫人）

　　　　　　清水 京
きょう

子
こ

（分団長令夫人）

　【優良協力隊員】

　　　　　　小野寺ノ
の

リ
り

子
こ

（小玉川地区隊員）

　　　　　　湯川友
とも

子
こ

（笹渡地区隊員） 受章の報告に山本町長のもとを訪れた消防団員ら

消防活動に貢献した
　功労者20人が受章

-平成27年度岩手県消防表彰式-

坂上　清
きよし

さん

（65歳、山口）

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
坂
上
さ
ん
再
任

　

軽
米
町
議
会
３
月
定
例
会
で
、

任
期
満
了
に
伴
う
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
の
選
任
に
関
し
、
坂
上

清
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
上
さ
ん
は
、
平
成
22
年
３
月

に
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に
就

任
し
今
回
で
３
期
目
と
な
り
ま

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
と
は

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

と
は
、
固
定
資
産
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
価
格
に
関
す
る
不
服
を

審
査
決
定
す
る
た
め
市
町
村
に

置
か
れ
る
中
立
的
な
第
三
者
機

関
で
す
。

す
。
今
回
の
任
期
は
平
成
31
年
３

月
12
日
ま
で
で
す
。

　

３
月
４
日
か
ら
16
日
ま
で
開
催

さ
れ
た
軽
米
町
議
会
定
例
会
で
、

教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
を
求
め

る
同
意
案
が
可
決
さ
れ
、
新
た
に

田
端
守
さ
ん
（
下
晴
山
・
44
歳
）

が
就
任
し
ま
し
た
。

　

田
端
さ
ん
は
、
現
在
３
人
の
子

ど
も
が
在
学
中
で
、
旧
晴
高
小
学

校
で
は
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
指
導

者
を
、
晴
山
小
学
校
で
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

教
育
委
員
に
田
端
守ま

も
るさ

ん
が
就
任

田端　守

教育委員

会
長
な
ど
を
歴
任
し
、学
校
教
育
、

ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
を
中
心
に
活
躍

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

田
端
委
員
の
任
期
は
平
成
31
年

９
月
30
日
ま
で
で
す
。

　

町
体
育
協
会
顧
問
の
日
山
篤
さ

ん
（
68
歳
・
桜
山
）
が
長
年
の
体

育
協
会
の
運
営
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ

事
業
の
発
展
へ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
県
体
育
協
会
の
功
労
賞
を
受

け
ま
し
た
。

　

日
山
さ
ん
は
、
町
の
剣
道
協
会

に
所
属
し
、
平
成
３
年
か
ら
会
長

と
し
て
当
町
の
剣
道
競
技
を
け
ん

引
し
て
き
ま
し
た
。
昭
和
48
年
か

ら
62
年
ま
で
町
体
育
協
会
の
事
務

局
長
、
平
成
16
年
か
ら
20
年
４
月

ま
で
同
副
会
長
、
そ
し
て
20
年
か

ら
26
年
ま
で
会
長
を
務
め
ら
れ
、

そ
の
間
に
、
二
戸
地
区
体
育
協
会

副
会
長
や
県
体
育
協
会
の
評
議
員

な
ど
を
歴
任
。
町
内
外
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
が
今
回
の
功
労

賞
へ
と
つ
な
が
り
ま
し
た
。

県
体
育
協
会
功
労
賞

日
山
篤あ

つ
しさ

ん
が
受
賞受賞を喜ぶ日山さん

役
場
庁
舎
に
太
陽
光
発
電
設
備
・
地
中
熱
暖
房
シ
ス
テ
ム
を
設
置

～
災
害
に
強
く
、
環
境
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
～

　

平
成
27
年
10
月
か
ら
着
工
し
た
役
場
庁
舎
の
太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
工
事
と
地

中
熱
暖
房
シ
ス
テ
ム
建
設
工
事
が
３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。
太
陽
光
発
電
に
よ
り
災

害
時
（
停
電
時
）
の
電
力
の
安
定
供
給
を
可
能
に
し
、
地
中
熱
を
利
用
す
る
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
、
緊
急
時
の
避
難
所
に
も
指
定
し
て
い
る
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の

冷
暖
房
設
備
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

太
陽
光
発
電

　

平
常
時
に
は
、
職
員
駐
車
場
に

設
置
し
た
１
９
２
枚
の
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
（
写
真
①
）
で
の
太
陽
光

発
電
が
優
先
し
て
電
力
供
給
を
行

①

②

③

④

い
、
余
剰
電
力
は
蓄
電
池
（
写
真

②
）
に
充
電
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
停
電
時
に
は
特
定
負
荷

（
一
部
の
コ
ン
セ
ン
ト
）
や
照
明

へ
、
太
陽
光
発
電
と
蓄
電
池
か
ら

最
大
で
パ
ソ
コ
ン
６
６
６
台
分
の

電
力
が
供
給
さ
れ
ま
す
。

地
中
熱
暖
房
シ
ス
テ
ム

　

地
中
約
90
メ
ー
ト
ル
の
地
中
熱

交
換
井
戸
と
地
中
約
80
メ
ー
ト
ル

の
揚
水
井
戸
か
ら
地
中
熱
を
採
熱

し
、
夜
間
電
力
で
蓄
熱
槽
（
写
真

③
）
の
水
を
加
熱
・
冷
却
し
て
、

庁
舎
と
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

を
循
環
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
循
環

中
に
設
定
温
度
を
下
回
る
と
、

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
（
写
真
④
）
が
稼

働
し
て
再
加
熱
し
ま
す
。
地
中
熱

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
光
熱
費
が

年
間
約
２
０
０
万
円
の
削
減
を
想

定
し
て
い
ま
す
。

　

総
工
事
費
は
お
よ
そ
５
億
５
，

１
８
０
万
円
。
そ
の
内
お
よ
そ

３
億
７
，
７
３
０
万
円
に
補
助
金

を
活
用
し
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
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　駒場小学校の３年生１４人が、生涯学習セン

ターの郷土資料室を見学しました。今年度から

初めて高齢者大学（すずらんカレッジ）の郷土

研究部の皆さんが講師役を務め、昔の道具を見

て「これは何？」と質問する子どもたちに、名

前や使い方を熱心に教えていました。

音更町だより

昭和60年10月31日姉妹提携

郷
土
の
歴
史
を
直
に
学
ぶ

工事の無事を祈願
軽米・西山太陽光発電所起工式

安全な工事を祈り鍬を入れる山本賢一町長（左）

◆皆さんの地域の話題や情報をお待ちしています。
　総務課広報担当（☎４６－２１１１・内線２０６）までご連絡ください

軽米の観光と物産のＰＲ
軽米町観光と物産キャンペーン

　町読書のつどい（町教育委員会・町立図書館主

催）が２月 27 日、中央公民館で開催されました。

６人の児童に子ども司書講座の認定証が授与された

ほか、読書感想文・感想画コンクール表彰式が行わ

れました。また、朗読劇ユニットやまねこけんによ

る宮沢賢治の作品『セロ弾きのゴーシュ』の朗読劇

では、チェロの生演奏も加わり、子どもから大人ま

で観賞した人たちを物語の世界に引き込んでいまし

た。

　子ども司書の認定者とコンクールの表彰者は以下

のとおりです。（学校・学年は受賞当時、敬称略）

読書好きの子どもたちに表彰状
町読書のつどい

■読書感想文部門

<小学校３・４年の部>最優秀賞：竹澤結
ゆい

香
か

（軽米

小３年）優秀賞：田代侑
ゆう

司
し

（晴山小４年）<小学校

５・６年の部>最優秀賞：屋敷大
やまと

（小軽米小６年）

優秀賞：田代晃
こう

一
いち

（晴山小５年）

■書評部門

<中学校の部>最優秀賞：横澤朱
あか

音
ね

（軽米中３年）優

秀賞：小笠原美
み

紀
き

（同３年）

■子ども司書

　小林千
せ

星
せ

良
ら

（軽米小３年）、木村心
ここ

美
み

（同３年）、

松本爽
そう

聖
せい

（同３年）、紫葉瑞
みず

樹
き

（同３年）、圃田咲
さ

弥
や

（小軽米小６年）、松本結
ゆい

愛
な

（同６年）

■読書感想画部門

<小学校１・２年の部>最優秀賞：小林聖
まさ

和
と

（小軽米

小２年）優秀賞：中嶋健
けん

心
しん

（軽米小１年）

チェロの演奏が朗読劇を盛り上げました

　こころの健康づくり講演会が３月14日、軽米中

央公民館を会場に開催されました。県立一戸病院に

医師として勤務する田鎖愛理さんが認知症に関する

講話を行いました。田鎖さんは「家族の認知症への

気づきが大切。完治する薬はなくても進行を遅らせ

る薬はある。まずは受診してほしい」と話しまし

た。その後参加者たちは、NPOスポーツウェルネ

スの伊藤礼子さんから「こころとからだのリフレッ

あなたの「こころ」は健康ですか？
こころの健康づくり講演会、上手な「ストレス」対処法

こころと体のリフレッシュ体操に取り組む参加者たち

ストレスとの向き合い方を語る久保田さん

　Sky Solar Japan株式会社（陳鋭社長）が小軽米

地区に建設を進める大規模太陽光発電施設（メガソ

ーラー）の起工式が３月30日に行われました。同

施設は事業面積4.1ヘクタール、約6,700枚のソー

ラーパネルを使い、最大出力が２メガワット、一般

家庭およそ600世帯分をまかなう発電規模で計画さ

れています。５月の連休明けから本格着工に移り、

８月中旬からの稼働を予定しています。

　観光と物産キャンペーン（町観光協会主催）が３

月５日と６日、八戸市で開催されました。物産展に

は『かるまいブランド認証品』をはじめ町の特産品

が並びました。神楽の演舞、長いロールケーキ作り

やチューリップ苗のプレゼントには多くの来場者が

集まり、町の物産と４月下旬から見頃を迎える軽米

町のチューリップを大いにＰＲしました。

軽米町の特産品が並んだ物産コーナー。来場者に
自慢の品をPRしました

　３月９日、健康ふれあいセンターでブックスター

トが行われました。町の乳児健診に合わせて、７ヶ

月の子どもに絵本をプレゼントする同事業。軽米町

図書館支援協力会職員の上村由
ゆ

美
み

さん（小玉川）は

「小さい頃から読書の習慣をつけることと、職員が

直接手渡すことで図書館を身近に感じてもらうこと

がねらい。足を運んでもらいやすくなれば」と話し

ます。

読書で育てる感受性
ブックスタート

次々と登場するかわいい動物に夢中

シュ体操」を学び、元気に体を動かしました。

　３月22日には、メンタルヘルス総合研究所代表

の久保田浩也さんを講師に迎えて、上手なストレス

対処法の講話と、こころの体操と呼ばれる自律訓練

法の実技を行いました。久保田さんは「毎日こころ

の体操を行って、こころの健康を自分で保ちましょ

う」とメンタルヘルスの重要性を語りました。
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※
町
文
化
協
会
「
北
光
吟
社
」
の
例
句
会
よ
り
俳
句
を
紹
介
し
て
い
ま
す
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ボランティアの内容

○案内受付

○会場整理

○環境美化

○会場設営

○写真撮影

どなたでもできる

簡単な作業です！

■夢・希望・えんぴつ■

　軽米小学校　５年　軽米小学校　５年

内澤　明
あ

未
み

 さん

　　（新光団地）　　

　

わ
た
し
が
４
年
生
で
が
ん
ば
っ
た

こ
と
は
、
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
で
も
特
に
が
ん
ば
っ
た
こ
と

は
、
字
を
て
い
ね
い
に
書
く
こ
と

と
、
金
管
と
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
活
動

で
す
。

　

字
は
、
漢
字
ノ
ー
ト
や
一
人
勉
強

ノ
ー
ト
の
宿
題
で
て
い
ね
い
に
書
く

よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
語
や

算
数
の
授
業
で
ノ
ー
ト
を
き
れ
い
に

ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
ノ
ー

ト
コ
ン
ク
ー
ル
に
も
選
ば
れ
て
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。
金
管
で
は
、
主
に

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
担
当
し
、
コ
ン
ク

ー
ル
曲
の
「
ス
ペ
ー
ス
ア
ド
ベ
ン
チ

ャ
ー
」
を
練
習
し
ま
し
た
。
本
番
で

は
き
ん
ち
ょ
う
し
て
、
満
足
の
い
く

え
ん
そ
う
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

み
ん
な
で
息
を
合
わ
せ
て
え
ん
そ
う

し
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
、

セ
ッ
タ
ー
を
や
り
ま
し
た
。
６
年
生

の
ア
タ
ッ
カ
ー
に
て
い
ね
い
な
ト
ス

を
あ
げ
て
、
気
持
ち
よ
く
ス
パ
イ
ク

を
打
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
が
心
に
残

っ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
の
こ
れ
か
ら
の
目
標
は
、

最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
を

強
く
も
つ
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
児

童
会
執
行
部
で
は
、
明
る
く
元
気
な

学
校
に
す
る
た
め
に
み
ん
な
の
手
本

に
な
る
よ
う
な
あ
い
さ
つ
を
続
け
た

い
で
す
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
み
ん

な
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
と
れ
る
よ
う

に
し
て
、
い
い
成
績
を
残
せ
る
よ
う

に
が
ん
ば
り
た
い
で
す
。

４
年
生
で
が
ん
ば
っ
た
こ
と
と
、

５
年
生
の
目
標

今
月
の
俳
句
（
北
光
吟
社
２
月
例
句
会
）

笑 顔 あ つ ま れ ！　 み ん な の 広 場

　

高
校
を
卒
業
後
、
北
上
市
で
製
造

業
の
会
社
に
勤
め
た
小
野
寺
さ
ん
。

現
在
は
、
実
家
で
お
父
さ
ん
と
一
緒

に
製
材
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
、
自
分
の
性
格
を
一
言
で
言
う
と
？

　

結
構
テ
キ
ト
ー
な
と
こ
ろ
が
あ
る

か
な
、
と
。

Ｑ
、
今
の
職
業
を
や
っ
て
み
て
？

　

自
分
の
性
に
合
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

Ｑ
、
趣
味
や
休
日
に
や
る
こ
と
は
？

　

趣
味
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
す
。
八

甲
田
で
の
パ
ウ
ダ
ー
ラ
ン
は
と
て
も

気
持
ち
が
い
い
で
す
よ
。
ド
ラ
イ
ブ

に
出
か
け
る
の
も
好
き
だ
し
、
カ
ー

ド
ゲ
ー
ム
や
ギ
タ
ー
な
ん
か
の
イ
ン

ド
ア
系
も
好
き
で
す
。

と
に
か
く
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
夢
中

小野寺　 俊
しゅん

祐
すけ

 さん
（26歳、下晴山）

身長175㌢、O型

小野寺木材

Ｑ
、
あ
な
た
の
夢
（
目
標
）
は
？

　

バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
に
挑
戦
し
た

い
。
パ
ウ
ダ
ー
ラ
ン
や
カ
ー
ビ
ン
グ

タ
ー
ン
を
も
っ
と
上
手
く
な
っ
て
、

い
つ
か
は
キ
ロ
ロ
や
ニ
セ
コ
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
や
カ
ナ
ダ
に
も
行
っ
て
滑
っ

て
み
た
い
で
す
。

Ｑ
、
町
を
ど
う
思
い
ま
す
か
？

　

住
み
や
す
く
て
い
い
町
だ
と
思

う
。
高
速
道
路
も
あ
り
、
八
甲
田
や

夏
油
ま
で
２
時
間
前
後
で
い
け
る
と

こ
ろ
が
い
い
。

▼
好
き
な
ス
ポ
ー
ツ
…
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド

▼
好
き
な
食
べ
物
…
ゲ
レ
食
の
カ
レ
ー

▼
理
想
の
異
性
の
タ
イ
プ
…
元
気
で
、

一
緒
に
い
て
安
心
す
る
人
。
芸
能
人

は
あ
ま
り
詳
し
く
な
い
で
す
。

野野やや

菜菜さ
い
さ
い

雛雛び
な
び
な

つ
る
し
び
な
あ
り
道
の
駅

つ
る
し
び
な
あ
り
道
の
駅

中
野　
と
き
子

中
野　
と
き
子

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
よ
り
酒
を

バ
レ
ン
タ
イ
ン
チ
ョ
コ
よ
り
酒
を
所所し

ょ
し
ょ

望望も
う
も
う

さ
れ
さ
れ

君
成
田　

美
代
子

君
成
田　

美
代
子

話
ゐ
て
心
は

話
ゐ
て
心
は
別別べ

つ
べ
つ

に
ミ
カ
ン
む
く

に
ミ
カ
ン
む
く

千
葉　

紅
園

千
葉　

紅
園

春春は
る
は
る

浅浅あ
さ
あ
さ

し
ホ
ー
ム
の
母
を
見
舞
け
り

し
ホ
ー
ム
の
母
を
見
舞
け
り

高
橋　

美
智
子

高
橋　

美
智
子

薄薄う
す
う
す

氷氷ら
ゐ
ら
ゐ

の
細
き
流
れ
に

の
細
き
流
れ
に
鷺鷺さ

ぎ
さ
ぎ

一
羽
一
羽

中
田　

紀
子

中
田　

紀
子

東東ここ

風風ちち

強
し
強
し
訛訛

な
ま
り

な
ま
り

でで
母母お

や
お
や

娘娘ここ

声
高
く

声
高
く

早
川　

慶
子

早
川　

慶
子

豆
ま
く
や
遠
く

豆
ま
く
や
遠
く
住住すす

むむ
娘娘ここ

を
思
い
を
り

を
思
い
を
り

川
島　

由
蔵

川
島　

由
蔵

風風かか

邪邪ぜぜ

のの
時時じじ

期期きき

入
院
見
舞

入
院
見
舞
控控ひ

か
ひ
か

え
よ
と

え
よ
と

三
上　

千
栄
女

三
上　

千
栄
女

夕
暮
の

夕
暮
の
窓窓ま

ど
ま
ど

辺辺べべ

明
る
く

明
る
く
日日ひひ

脚脚あ
し
あ
し

伸伸のの

ぶぶ

丹
下　

美
恵
子

丹
下　

美
恵
子

節節せ
つ
せ
つ

分分ぶ
ん
ぶ
ん

や
泣
く
子
笑
う
子

や
泣
く
子
笑
う
子
固固か

た
か
た

ま
る
子

ま
る
子

川
﨑　

郁
子

川
﨑　

郁
子

白
鳥
の

白
鳥
の
頸頸く

び
く
び

う
す
う
す
鼠鼠

ね
ず
み

ね
ず
み

雪雪ゆ
き
ゆ
き

間間まま

か
な
か
な

千
葉　
ふ
み
子

千
葉　
ふ
み
子

錠錠じ
ょ
う

じ
ょ
う

剤剤ざ
い
ざ
い

のの
増増ふふ

え
る
ひ
と
い
ろ
春
寒
し

え
る
ひ
と
い
ろ
春
寒
し

松
村　

英
子

松
村　

英
子

いわて国体 わんこ情報局
いわて国体に関する情報をお伝えします

全国の選手たちをおもてなしする　ボランティアスタッフを募集

◆ 応募要件

　　軽米町に在住または通勤・通学している方で、中学生以

　上の方。または、軽米町内に活動拠点を有する団体。

　（※高校生以下は保護者の同意が必要）

◆申込方法

　　応募用紙に必要事項を記入の上、持参、郵送、FAXで

　お申込みください。（応募締切：４月２８日（木）まで）

　応募用紙は、役場教育委員会、町立図書館・体育施設等で

　配布しているほか、町HPからもダウンロードできます。

◆ 申し込み先

　希望郷いわて国体軽米町実行委員会事務局

　（教育委員会事務局内４６－４７４４）

いわて国体まで

あと   か月６

　町民総参加でつくる国体を目指し、軽米町で開催される軟式野球競技のお手伝いをしてい

ただけるボランティアを募集しています。
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　春の全国交通安全運動が、平成28年４月６

日から15日までの10日間実施されます。

≪運動の重点≫

　○子どもと高齢者を交通事故から守りましょう

　○自転車の交通安全利用の推進

　○全ての座席のシートベルトとチャイルドシ

　　ートの正しい着用の徹底

　○飲酒運転の根絶

●子どもと高齢者を交通事故から守りましょう

　　子どもや高齢者を見かけたら、スピードを

　落とし、いつでも止まれるよう、思いやり運

　転に心がけましょう。特に、子どもの急な飛

　び出しに注意を。

●自転車も車の仲間です。慎重な運転を。子ど

　もはヘルメットを着用。

　　自転車も交通ルールを守り事故防止に努め

　ましょう。

～春の交通安全運動の実施～

二戸警察署軽米駐在所（☎４６－２００４）

活安全の森生

※（累計）は１月からの合計です。見直しにより前月の数値と異なる場合があります

２月の事故と救急の数字

▼町内の交通事故、救急車出動回数
当月 累計 昨年比

人 身 事 故 ０件 ０件 －３

死 亡 者 ０人 ０人 ±０

負 傷 者 ０人 ４人 －３

物 損 事 故 13件 40件 －１

救急車出動回数 39回 75回 －３

▼２月の飲酒運転検挙者はありません

お役立ち情報

ー今 月 の 新 刊ー

　良いアイデアが出ない、情報
をうまく整理できない、営業で
結果が出せない。山積みの問題
を解決するための便利なツール
や考え方を、具体例を挙げてわ
かりやすく図解します。

　友達がいない“私”が出会っ
たのは手首に傷がある女子高
生、とても格好いいアバズレさ
んや一人静かに余生を送るおば
あちゃん…。「やり直したい」
ことがある、全ての人に贈る物
語。

【児童書】 【一般書】

監修 / 福岡政行

編/日本児童文学者協会　
絵/浅賀行雄 （

秀
和
シ
ス
テ
ム
）

（
双
葉
社
）

　日当10万円のあやしいアル
バイト。その内容は、企業秘密
で目的が明かされない実験に参
加することだった。「１日」を
めぐる５つの物語を収録。

書館だより図 町立図書館（☎４６－４３３３）

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

（
偕
成
社
）

また、同じ夢を見ていた

消えた１日をさがして 問題解決がよ～くわかる本

著/住野よる

図書館利用案内
日時：4月16日(土) 10:00 ～ 11:00
場所：図書館となりの蔵

よくわかる選挙と政治　

　政治への関心を持ち、選挙に
行って大切な１票を投じよう。
選挙の基本や日本の選挙のルー
ル、１票の格差の問題、いよい
よ実現する「18 歳選挙」につ
いてなどを解説します。

著/駒井伸俊

●シートベルトはあなたを守る「命綱」です

　　シートベルトは事故の衝撃を軽減し、衝突

　した際、車外放出を防ぎます。ドライバーの

　方は、全ての同乗者がシートベルトを着用し

　ているか確認してから出発しましょう。

　　乳幼児には、体格に合ったチャイルドシー

　トを正しく着用させましょう。

対象：幼児
　　　小学校低学年

目 健康福祉課福祉グループ（☎４６－４１１１）
指そう！はつらつ人生

軽　米　町　民　講　演　会　開　催

　認知症のケア技法として、日本で話題となっ

ている「ユマニチュードⓇ」の今年度第２回目

の講演会を３月２日、瀧村屋を会場に開催しま

した。

　第１回目は、昨年の11月23日に町民フォー

ラムとして軽米小学校を会場に開催。ジネス

ト・マレスコッティ研究所日本支部代表で独立

行政法人国立病院機構東京医療センター総合内

科医長の本田美和子さんを講師に迎え、大きな

反響を呼びました。当時の参加者からの「より

詳しく、もう一度聞きたい」といった声に応え

る形で、２回目の開催が決定しました。

　今回の講師は、「ユマニチュードⓇ」の開発

者であるイヴ・ジネストさん本人。ジネスト・

マレスコッティ研究所の代表をフランスから講

師として迎え、「ユマニチュードⓇ」とは何

か、その技法と哲学をお話しいただきました。

　県立軽米病院の横島孝
たか

雄
お

院長を座長に、軽米

町民と県内外から185名を集めた講演会は盛会

のうちに終わり、参加した住民と専門職は共

に、今後の認知症への対応として、ケア技術へ

の理解を深めました。

～ 優 し さ を 伝 え る ユ マ ニ チ ュ ー ド Ⓡ ～

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）

野 菜 の か し こ い 食 べ 方

丈夫に丈夫に
育つ育つ

元気に元気に
働く働く

健やかに健やかに

過ごす過ごす 健康福祉課健康づくりグループ（☎４６－４１１１）

　健康のために必要不可欠なのは「野菜」で

す。野菜にはビタミンやミネラル、食物繊維な

ど、健康を保つために大切な栄養素が豊富に含

まれていて、生活習慣病や肥満の予防にも役立

ちます。野菜は、１日３５０ｇ、小皿で５皿以

上食べることが理想です。毎日食べていると思

っても、実はすべての年代で「野菜不足」の

傾向にあると言われています。生野菜は器に盛

り付けると、見た目は多く見えて満腹感を感じ

やすいのですが、思った以上に量が少ないので

す。そこで、かしこい食べ方として「加熱でか

さを少なくして量をとる」、「加熱をしてから

細かくきざむ」きざむことで野菜の細胞壁が破

壊され、栄養素が吸収されやすくなるというこ

とです。野菜をたくさんとることは、減塩にも

つながります。野菜を食べて、生活習慣病を予

防しましょう。

健康福祉課
栄養士

　山田　里美

　※広報かるまい広報かるまいではでは、町内、町内のの業者業者などのなどの広告を広告を掲載しています掲載しています

しくみとルールを知っておこう
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お知らせお知らせ
情　報情　報
Information

　

金田一診療所

（☎27-2205）

二戸市

金田一

こしみず歯科クリニック

（☎33-4618）

一戸町

一　戸

むらかみ医院いたみのク

リニック　（☎48-1500）

軽米町

岩　崎

渡辺歯科医院

（☎23-2052）

二戸市

堀　野

よこもり眼科クリニック

　　　　　（☎22-2230）

二戸市

堀　野

ムカイダ歯科クリニック

（☎46-4636）

軽米町

蓮台野

千葉耳鼻咽喉科医院

（☎23-2009）

二戸市

福　岡

森川歯科医院

（☎23-6361）

二戸市

堀　野

小野寺クリニック

（☎46-2822）

軽米町

門　前

小野寺歯科医院

（☎33-3050）

一戸町

高善寺

おりそ内科循環器クリ

ニック　　（☎22-2251）
二戸市

窪島歯科医院

（☎23-2425）

二戸市

福　岡

浄法寺診療所

（☎38-2021）

二戸市

浄法寺

関歯科医院

（☎38-2937）

二戸市

浄法寺

松井内科医院

（☎33-2201）

一戸町

一　戸

ほんだ歯科クリニック　

　　　　　（☎23-9591）

二戸市

石切所

４月17日（日）

24日（日）

29日（金）

５月１日（日）

３日（火）

４日（水）

５日（木）

８日（日）

休日当番医 歯科(9:00～12:00)内 科(9:00～17:00)

16 土

17 日 休日と夜間の納税相談【税務会計課】（～19日）

18 月

19 火

20 水 ３歳児健診【ふ】13：00～13：30受付

21 木 うまっこ教室【ふ】9：30～12：00

22 金

23 土 図書館ひろば【図】10：00～

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

1 日

2 月 町税の納期限（固定資産税第１期、軽自動車税）

3 火
【憲法記念日】
森と水とチューリップフェスティバル　オー
プニングセレモニー【イベント日】

4 水 【みどりの日】

5 木
【こどもの日】【こどもの日】
森と水とチューリップフェスティバル【イベ
ント日】

6 金
婦人検診【笹渡農業構造改善センター】9：00～10：00受
付、【小玉川生活改善センター】13：00～14：00受付

7 土

8 日
婦人検診・骨粗しょう症検診【環】9：00～11：00受付
芝桜チューリップウオーク【ハ・他】10：00～12：00
「森と水とチューリップ」パークゴルフ大会【ハ】9：00～

9 月
婦人検診【晴山公民館】9：00～10：00受付、
【高家生活改善センター】13：00～14：00受付

10 火

11 水 乳児健診【ふ】13：00～13：30受付

12 木
婦人検診・骨粗しょう症検診【環】13：00～
15：30受付、17：00～18：30受付

13 金
婦人検診【米田農業構造改善センター】9：00～10：00
受付、【小軽米生活改善センター】13：00～14：00受付

14 土

15 日
婦人検診・骨粗しょう症検診【環】13：00～
15：30受付、17：00～18：30受付
芝桜スポーツフェスティバル（～6月12日）

町のこよみ町のこよみ・かるまいカレンダーかるまいカレンダー

５月　May

 （カレンダー中の【　】は開催場所で下記のとおり表示します）

体 :町民体育館　環 :農村環境改善センター　公 :中央公民館　

図:町立図書館　病:県立軽米病院　ふ:健康ふれあいセンター　

老:老人福祉センター　フ:雪谷川ダムフォリストパーク・軽米　

ミ :ミレットパーク　歴 :歴史民俗資料館　ハ :ハートフル・ス

ポーツランド　運:町営運動場　ゲ:ゲートボール場　

４月　April

スナップ写真館スナップ写真館

（
広
告
ス
ペ
ー
ス
）

　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入し保険料

を納めることになります。

　しかし、学生の方は所得が少ない等の理由で国民年金保険料

を納めることが経済的に困難な場合があるため、納付が猶予さ

れる『学生納付特例制度』があります。

　対象となる方は、大学等 (修学年限１年以上である課程)に在

学する20歳以上の方で、ご本人の前年所得が一定額以下であ

ることが条件です。

　〈所得のめやす〉118万円＋{扶養親族等の数×38万円}

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月までとなります。

お手続きの際には、年金手帳、在学証明書または学生証（写し

でも可）、認印をご持参ください。

※詳しくは、二戸年金事務所（☎２３－４１１１）または町民

生活課（☎４６－４７３４）にお問い合わせください。

食から健康セミナー

（３/27、農村環境改善センター）

町産食材の質の高さ

を再認識

雑穀の試食も行われ、それぞれの味や

食感の違いを比べました

雑穀を使用したハンバーグとデザート

の実演

新たな魅力を学びました

み ん な の 国 民 年 金

も っ と 知 ろ う
ＮＨＫ放送番組

「にっぽん横断こころ旅」

お手紙募集

　俳優火野正平さんが視聴者から

のお手紙をもとに自転車で全国を

巡るＮＨＫの番組「にっぽん横断

こころ旅」。この番組へのお手紙

を下記のとおり募集します。

■募集内容

　忘れられない風景や景色とそれ

にまつわるエピソード

■募集締切　５月９日（月）

　お手紙の送り先など詳しくは、

番組ホームページまたは下記まで

お問い合わせください。

【問い合わせ先】ＮＨＫ編成局

「にっぽん横断こころ旅」事務局

（☎０３－５４５５－７７４２）

学生納付特例制度

　

　広報かるまい広報かるまいではでは、町内業者、町内業者などなどからの広告からの広告
を募集しています。を募集しています。

　広告掲載料：４，０００円/月　広告掲載料：４，０００円/月
（６カ月以上掲載の場合は３，０００円/月）（６カ月以上掲載の場合は３，０００円/月）

　　詳しくは、下記までお問い合わせください。詳しくは、下記までお問い合わせください。

（問）役場総務課企画グループ（（問）役場総務課企画グループ（☎☎４６－２１１１４６－２１１１））

広報かるまいへの広告掲載者を募集

味
あじ

彩
さい

お膳・折詰・弁当・オードブルお膳・折詰・弁当・オードブル
お祝いごとやご法事等にお祝いごとやご法事等に
お気軽にお電話くださいお気軽にお電話ください

手造りの店☎☎４６－３６８０４６－３６８０

　※広報かるまい広報かるまいではでは、町内、町内のの業者業者などのなどの広告を広告を掲載しています掲載しています

各種証明書の

時間外交付について

　毎週水曜日は、町民生活課と

税務会計課で各種証明書の時間

外交付が可能です。交付には予

約が必要ですので、担当窓口へ

事前にご連絡ください。

■時間外交付日時

　毎週水曜日17：15 ～ 19：30

■予約受付日時

　平日8：30 ～ 17：15

【問い合わせ先】町民生活課（☎
４６－４７３５）、税務会計課

（☎４６－４７３７）

引越の際は忘れずに

住民票を移しましょう

　選挙で投票する場所は、原則と

して住民票のある市区町村です。

忘れずに住民票を移しましょう。

また、公職選挙法の改正によって、

旧住所地に３ヶ月以上住んでいた

場合、夏の参議院選挙には旧住所

地で投票ができます。

【問い合わせ先】

　 選 挙 に 関 す る こ と … 町 選 挙

管 理 委 員 会 事 務 局（☎４ ６ －

２１１１）、住民票の異動に関す

ること…役場町民生活課（４６－

４７３５）

平成28年度に満30歳に達する軽米小学校卒業生のご連絡をお待ちしています

　当時の日本道路公団では、平成８年７月27日に八戸自動車道の開通10周年を記念し、折爪サービスエ

リアに、沿線10小学校、481人分の作文をタイムカプセルに入れて埋設し、20年後の平成28年に開封す

ることとしました。

　このカプセルには当時の軽米小学校４年生56人分の作文も入っています。

　当社では、夏ごろに発掘を計画しています。該当する方はぜひ、当社へご連絡ください。

【問い合わせ先】ネクスコ東日本八戸管理事務所総務タイムカプセル窓口（☎０１７８－２７－２１００）
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冠婚葬祭　＜ 敬 称 略 ＞

萩 田 國　久　もえぎ （要・智鶴）

君成田 上　澤　　樹　 （一誠・由利香

沢 田 兼 田 杏 莉 （翔太・亜希子）

門 前 蒲 生 リ エ （92歳）

内 城 大 西 宜 悦 （82歳）

上 新 町 工 藤 駒 吉 （87歳）

新光団地 荒 田 政 男 （90歳）

新 大 鳥 坂 𦚰 チ ヨ （102歳）

鶴 飼 附 柳 春 男 （58歳）

高 家 十文字　タ　ミ （99歳）

蛇 口 西 舘 光 男 （60歳）

蓮 台 野 菅　原　ケイ子 （80歳）

下 晴 山 小笠原　イ　ス （98歳）

上 舘 工 藤 靜 子 （98歳）

下 河 南 中 村 ヨ シ ヱ （98歳）

大 町 若 山 ユ キ （92歳）

おめでた （　）内は父母の名

おくやみ （　）内は享年

●人の動き ＜平成28年２月29日現在／町民生活課調べ＞

 男　4,754人(ー３) / 女　4,985人（－15)

合計 9,739人(－18) / 世帯数 3,774(ー５)

転入　７人（18人）/ 転出　10人（19人）

出生　３人（９人）/ 死亡　18人（34人）
※（　）は１月からの累計

※（　）は前月比

※広報誌内において、お名前が俗字であっても正字で
　記載される場合がありますので、ご了承ください。

　

今
月
号
の
10
・
11
ペ
ー
ジ

に
職
員
の
配
置
を
掲
載
し
ま

し
た
。
私
は
異
動
が
な
く
、

広
報
担
当
３
年
生
に
進
級
で

す
。
今
年
度
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
総
務
課
に
は
広

報
の
前
々
任
者
が
戻
っ
て
き

て
、
新
旧
広
報
担
当
者
が
３

人
に
な
り
ま
し
た
。
諸
先
輩

方
の
ご
指
導
を
受
け
、
校
正

を
お
願
い
す
る
と
赤
ペ
ン
で

真
っ
赤
に
な
っ
て
か
え
っ
て

き
た
今
月
号
も
無
事
に
発
行

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
職
場
の
先
輩

か
ら
の
指
導
、
そ
し
て
町
民

の
皆
さ
ん
の
声
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
よ
り
伝
わ
り
や
す

い
広
報
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま

す
。　
　
　
　
　

（
小
笠
原
）

　ほ　っ　と　ひ　と　い　き ／　編　集　後　記

２　月　分

　「運動不足を解消したい方」や「体力づく

りをしたい方」など、自分に合ったトレー

ニングが可能です。利用時間や料金などの

お問い合わせは、町民体育館（☎４６－

３８３８）まで。

■整備した機器：

　ランニングマシン２台　スピンバイク３台

※小学生以下は使用不可、中学生は大人の方

　の付き添いが必要です。

表紙のことば

　農水省医食福農連携補助事業「岩手の食材

で毎日キュイジーヌマンスール」のメンバー

で医師・シニア野菜ソムリエの宮田恵さんと

フランス料理シェフ伊藤勝康さんによる食か

ら健康セミナーが３月27日開催され、町産

食材の栄養価の解説や雑穀を使用した料理の

実演などが行われました。

町民体育館に

トレーニング機器を設置
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